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ふれあい広場
このページは市民の皆さんと
一緒につくるページです。投
稿・登場をお待ちしています。
秘書広報課（市役所内線207）

みんなでみんなでまちまちづくり♪づくり♪みんなでまちづくり♪
市民の皆さんのまちづくり活動を紹介します

今、「旬」の人や団体を紹介します。今、「旬」の人や団体を紹介します。

クローズクローズアップアップクローズアップ
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にしわきっ子にしわきっ子にしわにしわにしわいき
いき♪

いき
いき♪

いきいきにしわきっ子を募集しています。写真と紹介文、
連絡先を市役所2Ｆ秘書広報課へ郵送またはご持参ください。

　

奥
村
和
弘
さ
ん
は
段
ボ
ー
ル
と

色
画
用
紙
を
使
っ
て
ア
ニ
メ
の
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
や
動
物
な
ど
を
作
っ

た
「
段
ボ
ー
ル
ク
ラ
フ
ト
」
で
、

茜
が
丘
複
合
施
設
み
ら
い
え
の
来

館
者
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。
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＊

　

段
ボ
ー
ル
ク
ラ
フ
ト
と
は
段
ボ

ー
ル
で
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
動
物
の

型
を
切
り
取
り
、
立
体
的
に
表
現

す
る
部
分
に
は
そ
の
型
を
何
重
に

も
重
ね
合
わ
せ
て
作
る
も
の
で
、

色
付
け
は
色
画
用
紙
や
カ
ラ
ー
ス

プ
レ
ー
で
行
い
ま
す
。

　

奥
村
さ
ん
は
平
成
26
年
に
図
書

館
で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
メ

ン
バ
ー
か
ら
の
依
頼
で
色
画
用
紙

を
使
っ
て
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
動
物

を
作
り
、
館
内
の
読
み
聞
か
せ
コ

ー
ナ
ー
を
飾
り
付
け
ま
し
た
。
そ

れ
が
き
っ
か
け
で
、
立
体
感
を
出

し
て
よ
り
リ
ア
ル
に
作
り
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
り
、
段
ボ
ー
ル
ク

ラ
フ
ト
を
始
め
ま
し
た
。

　
「
ク
ラ
フ
ト
を
作
り
始
め
る
と
、

い
つ
も
夢
中
に
な
っ
て
い
る
」
と

話
す
奥
村
さ
ん
は
、
教
材
を
参
考

に
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
な
が
ら
、
見

る
人
を
飽
き
さ
せ
な
い
よ
う
季
節

感
を
取
り
入
れ
て
、
毎
月
異
な
る

ク
ラ
フ
ト
を
次
々
に
制
作
。
こ
れ

ま
で
に
作
っ
た
大
小
さ
ま
ざ
ま
な

作
品
は
５
０
０
種
類
を
超
え
、

現
在
は
茜
が
丘
複
合
施
設
み

ら
い
え
に
も
寄
贈
さ
れ
て
い

ま
す
。「
段
ボ
ー
ル
を
い
た

だ
く
な
ど
、
多
く
の
方
の
支

え
が
あ
っ
て
続
け
ら
れ
て
い

る
」
と
話
す
奥
村
さ
ん
に
と

っ
て
、
ク
ラ
フ
ト
を
見
た
子

ど
も
た
ち
の
喜
ぶ
姿
が
励
み

に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

奥
村
さ
ん
は
先
月
、
延
べ

30
時
間
以
上
か
け
て
節
分
の

鬼
と
金
棒
を
制
作
し
ま
し
た
。

今
月
は
み
ら
い
え
で
5
体
の

鬼
が
皆
さ
ん
の
来
館
を
待
っ

て
い
ま
す
。

もりもり食べて大きくなぁれ♡
誠治・夏季（和田町）

ク
ラ
フ
ト
を
見
た
子
ど
も
の
喜
ぶ
姿
が
う
れ
し
い

「
春
ま
ち
音
楽
祭
」　

▼
と
き　

2
月
25
日（
日
）午
前
10
時
〜
▼
と
こ
ろ　

茜
が

丘
複
合
施
設
み
ら
い
え
多
目
的
ホ
ー
ル
▼
入
場
料　

無
料

▼
主
催　

重
春
・
野
村
地
区
交
流
推
進
委
員
会
▼
問
合
せ

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
☎
25‐2
1
0
0
）

西
脇
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
「
第
８
回
定
期
演
奏
会
」

▼
と
き　

2
月
4
日（
日
）午
後
1
時
〜
▼
と
こ
ろ　

市
民

会
館
中
ホ
ー
ル
▼
主
催　

西
脇
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
▼
問

合
せ　

廣
田
さ
ん（
☎
0
9
0‐1
5
8
3‐3
0
0
9
）

第
36
回　

比
也
野
よ
っ
て
け
ラ
イ
ブ「
早
春
お
笑
い
寄
席
」

▼
と
き　

3
月
3
日（
土
）午
後
１
時
30
分
〜
▼
と
こ
ろ　

こ
み
せ
ん
比
也
野
▼
出
演　

桂
九
雀
さ
ん
、
鮎
家
土
瓶
さ

ん
▼
入
場
料　

5
0
0
円
▼
主
催　

え
え
ま
ち
比
也
野
里

▼
申
込
み・問
合
せ　

こ
み
せ
ん
比
也
野（
☎
24‐0
1
2
0
）

花
や
緑
の
あ
る
く
ら
し
の
カ
フ
ェ
セ
ミ
ナ
ー

▼
と
き　

3
月
10
日（
土
）午
後
１
時
30
分
〜
▼
と
こ
ろ　

生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
▼
参
加
費　

1
，

2
0
0
円
／
鉢
代
含
む
▼
持
ち
物　

ハ
サ
ミ
、
手
袋
、
割

り
箸
▼
申
込
締
切　

2
月
28
日（
水
）▼
定
員　

30
名
▼
申

込
み
・
問
合
せ　

し
ば
ざ
く
ら
フ
ル
ー
ル　

米
田
さ
ん

（
☎
22‐1
4
4
4
）

赤木　太一
たいち

１歳３ヵ月

奥村　和弘　さん
おくむら　　かずひろ

500種類以上の段ボールクラフトを制作し寄贈
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西
脇
病
院『
健
康
セ
ミ
ナ
ー
』

 

▼
と
き　

2
月
15
日（
木
）
午
後

3
時
〜　

１
時
間
程
度

▼
と
こ
ろ　

病
院
講
堂
（
2
階
）

▼
講
師　

内
科
部
長　

宮
田
恵
吉

医
師

▼
演
題　
「
糖
尿
病
と
肝
臓
に
つ

い
て
」

▼
費
用　

無
料

▼
問
合
せ　

病
院
総
務
課
（
病
院

内
線
3
6
6
）

　　
糖
尿
病
教
室

 

▼
と
き　

2
月
23
日（
金
）
午
後

2
時
〜
3
時

▼
と
こ
ろ　

病
院
講
堂
（
2
階
）

▼
内
容　

「
自
分
の
血
糖
値
を
知

ろ
う
！
測
っ
て
み
よ
う
！
〜
糖
尿

病
に
関
す
る
検
査
結
果
の
見
か
た

を
一
緒
に
覚
え
ま
し
ょ
う
〜
」

▼
費
用　

無
料

▼
持
ち
物　

糖
尿
病
手
帳
、
運
動

継
続
カ
レ
ン
ダ
ー
、
自
己
血
糖
測

定
器
（
お
持
ち
の
方
の
み
）

▼
問
合
せ　

内
科
（
病
院
内
線
5

3
5
）

　　
ひ
だ
ま
り
サ
ロ
ン

 　
が
ん
経
験
者
や
そ
の
家
族
が
悩

み
や
不
安
、
体
験
を
語
り
合
う
サ

ロ
ン
で
す
。
情
報
交
換
を
し
て
ち

ょ
っ
と
一
息
つ
き
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

2
月
28
日（
水
）
午
後

１
時
〜
3
時
ご
ろ
（
以
降
、
偶
数

月
の
第
4
水
曜
日
に
開
催
）

▼
と
こ
ろ　

会
議
室
2
･
3
（
2

階
）

▼
対
象　

が
ん
経
験
者
と
そ
の
家

族
（
西
脇
病
院
で
の
受
診
の
有
無

は
問
い
ま
せ
ん
／
申
込
不
要
）

▼
内
容　

交
流
会
と
ミ
ニ
講
座

「
が
ん
に
な
っ
た
と
き
の
心
構
え
」

▼
費
用　

無
料

▼
問
合
せ　

地
域
医
療
連
携
室

（
病
院
内
線
3
6
8
）

　　
認
知
症
に
関
す
る
講
師
派
遣

 　
西
脇
病
院
認
知
症
疾
患
医
療
セ

ン
タ
ー
の
担
当
医
や
ス
タ
ッ
フ
が

地
域
に
出
向
き
、
老
人
会
等
の
集

ま
り
の
場
で
「
認
知
症
」
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
す
。
認
知
症
へ
の

理
解
、
診
断
や
治
療
に
関
す
る
こ

と
、
認
知
症
の
人
へ
の
関
わ
り
方

な
ど
、
ご
希
望
の
場
合
は
左
記
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
み
・
問
合
せ　

認
知
症
疾

患
医
療
セ
ン
タ
ー（
☎
25‐2
0
0

6
）

　　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

 　
河
野
好
文
さ
ん
に
よ
る
木
工
芸

の
展
示
で
す
。

▼
と
き　

2
月
1
日（
木
）〜
28
日

（
水
）

▼
と
こ
ろ　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

▼
問
合
せ　

経
営
管
理
課（
病
院

内
線
3
6
3
）

　　
入
院
病
棟
で
ク
リ
ス
マ
ス
会

 　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
に

じ
い
ろ
の
た
ね
」
の
皆
さ
ん
と
病

院
職
員
が
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や

手
品
シ
ョ
ー
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
演

奏
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

広報にしわき　平成30年2月号広報にしわき　平成30年2月号

地域に信頼される良質な医療を提供します
（☎22-0111）　http://nshp.jp/

　
胆
石
症

　　
今
回
は
胆
石
症
に
つ
い
て
で
す
。

　

胆
の
う
は
右
上
腹
部
の
肝
臓
に

隠
れ
る
よ
う
に
あ
る
臓
器
で
、
胆

の
う
や
胆
管
に
で
き
た
結
石
の
こ

と
を
胆
石
と
い
い
ま
す
。
胆
石
が

あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず
し
も

症
状
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
知

ら
な
い
う
ち
に
胆
石
が
で
き
て
い

た
…
と
い
う
方
も
結
構
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。

　

胆
石
に
よ
る
症
状
は
、
食
後
に

み
ぞ
お
ち
か
ら
右
上
腹
部
、
背
中

に
か
け
た
痛
み
で
、
場
合
に
よ
っ

て
は
細
菌
感
染
で
胆
の
う
炎
を
起

こ
し
、
発
熱
が
加
わ
っ
て
全
身
状

態
が
悪
化
し
ま
す
。
そ
の
場
合
は

入
院
治
療
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

症
状
が
あ
る
胆
石
症
は
、
手
術
治

療
を
行
い
ま
す
。
当
院
で
は
腹
腔

鏡
手
術
を
行
っ
て
お
り
、
へ
そ
を

3
㎝
切
開
し
て
、
そ
こ
か
ら
内
視

鏡
と
特
殊
な
機
器
を
3
本
お
な
か

の
中
に
入
れ
、
胆
の
う
を
取
り
出

し
ま
す
。
最
新
の
機
械
（
3
Ｄ
イ

メ
ー
ジ
）
を
導
入
し
て
お
り
、
安

全
で
痛
み
が
少
な
い
上
、
傷
も
目

立
た
ず
、
患
者
さ
ん
に
優
し
い
手

術
で
す
。
回
復
が
早
い
だ
け
で
な

く
、
入
院
期
間
が
短
い
の
で
社
会

復
帰
も
早
い
で
す
。
胆
石
症
に
か

か
る
ほ
と
ん
ど
の
手
術
で
は
胆
の

う
を
取
り
出
せ
ま
す
が
、
胆
の
う

炎
が
ひ
ど
く
摘
出
が
難
し
い
場
合

は
、
開
腹
手
術
を
行
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
胆
の
う
を
摘
出
し
て
後

遺
症
が
残
ら
な
い
か
ど
う
か
不
安

に
感
じ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
は
問
題
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
心
配
な
く
。

た
ん
せ
き
し
ょ
う

病院職員によるハンドベル演奏


